
刈込照子

あなたへ

元気ですと四日に一度有ったメールも

今年に入って月一度のメールになりましたね。

元気自慢のあなたが少しの油断で病院に行くのが遅れ、

病院生活となりましたが、ベッドの横に蜜柑箱一杯の単行本を

置き、日々読書が日課となっている。

高校時代はあまり勉強してなかったので、今高校の授業を

取り戻そうと思ってと静かに笑っているあなた、

私とあなたとは十五年来の友達。

運転自慢のあなたは銀座でも平気で走りましたね。

最近では高尾山、近郊では茂原美術館とたわいない会話でも

気持ちが通じ合いとても大切な日々を積み重ねました。

今日は寒いですか？病院は暖かく寒さがわかりませんと、

メール最後に添える元気ですと、私も元気で安心しましたと返信。

心の中で私はあなたが大好きですと。

そしてこのメールが一日でも長く続きます様に祈っています

（千葉県／73歳）
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